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論文の内容の要旨 
 著者である姚瑶氏の博士学位論文は、龍門石窟の唐代窟、その中でもとくに小窟および龕に注目して、
龍門石窟唐代全体の造営に対する再評価をおこなっているものである。明治期に岡倉天心によって注目
されて以来、中国河南省に位置する龍門石窟は、中国三大石窟のひとつとされ、2000年に世界遺産に登
録された。西山と、伊水を挟んだ東山には合計 2340を超える窟龕が穿たれ、主に北魏代と唐代にその
造営が行われた。唐代の窟龕は全体の 6割を占め、その中には高宗により発願され、則天武后が脂粉銭
を寄進して造営された第 1280窟（奉先寺洞）なども含まれている。だがこのような大型窟は、実は数
が少なく、唐代に開かれた窟のほとんどが小窟および龕であった。それにもかかわらず、これまで研究
者たちは大型窟および中型窟のみに注目し、そこに穿たれた造像の分析から龍門石窟の評価をおこなっ
てきた。このように明らかに偏りの認められる従来の研究方法は問題であったが、編号がなされていな
い窟や龕が大量に存在したこともあり、研究は遅々として進まなかった。近年ようやく、編号作業が終
了し、その成果である『龍門石窟内容総録』（世界大百科全書出版社 1999年）が発表されたことで、
研究をおこなう条件が整えられた。だがその膨大な量から、それらについての詳しい分析が試みられる
ことはなかった。このような状況下、著者は、小窟および龕を主たる研究対象とし、その中でもとくに
本尊の台座形式に注目することで、それらを時期ごとに分類し、それぞれの特徴を明らかにしている。 
そしてその結果を大型窟と比較することで、総合的に龍門石窟唐窟の造営を評価している。 
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 『内容総録』に記載された小窟や龕の内容と、実際の窟龕の内容が合っているかを検証することから
始まったこの作業は、ひとつひとつの窟龕の撮影を含め膨大な時間の現地調査と、多大な忍耐力を必要 
とした。これまで誰も手をつけることができなかった唐代の小窟龕を整理、分析し、それをいくつかの
グループに分類した著者の功績は特筆すべきであり、今後の龍門石窟唐代窟研究を大きく発展させる基
礎研究だと評価できる。 
 本論文は、第 1章 「唐代龍門石窟の概況と先行研究」、第 2章「唐代龍門石窟における小窟、龕に
ついて」、第 3章「第 1280窟奉先寺洞と同茎蓮華座」、第 4章「龍門石窟における円形束腰台座を持
つ如来造像に関する研究」、第 5章「武周期(690-704年頃)の龍門石窟における造営活動に関する研究」、
第 6章「武周期以後(705年以後)の龍門石窟について」、そして第 7章「まとめ」から構成される。第
1章では先行研究の紹介をし、第 2章では龍門石窟唐代窟の小窟および龕をとくに台座の形式に注目し
て分類した結果、同茎蓮華座と円形束腰座のが数が多く、また長期間に亘り使用されたものであったこ
とを明らかにしている。第 3章において、奉先寺洞本尊盧舎那仏の光背頂き部分に低肉彫りされた三尊
像が同茎蓮華座上に坐っていることに注目し、この時期龍門石窟ではこの形式の台座上に坐る如来像が
阿弥陀如来であることが多いことから、それらが阿弥陀如来であった可能性が高いと結論する。この著
者の指摘は、これまで浄土教の大成者である善導が、検校として参加したこの窟本尊が、なぜ盧舎那仏
であったかという問題に一石を投じるものである。しかし本論でもっとも重要なのは、第 4章以降の円
形束腰座に関する研究である。第 4章では、西山に穿たれた龕では、670 年代中期以後とくに増加した
のが、束腰部が円筒形を呈する円形束腰台座であったこと。しかし大型窟や中型窟では、則天武后期終
了まで本尊は方形の台座上に坐すのが主流であり、この形式の台座を採用することは、ほとんどなかっ
たこと。また小型窟でも 680年代は本尊の台座は方形台座であり、それが変化するのは則天武后時期、
690年代に入ってからであったことなどを明らかにしている。第 5章では、690年代に大型窟の造営主
体は伊水の対岸（東山）に移り、そこで 7つの大型窟が造営されたが、その間西山では小窟と龕のみが
穿たれ、またこの時期から龕でなく小窟の本尊も円形束腰座上に坐すようになったことを指摘する。こ
れは、東山の造営に参加しなかった、あるいは参加出来なかった、西山で龕を穿ち続けた工人たちが、
則天武后時期に西山で小型窟の造営もおこなうようになったことを示しているとする著者の分析は、正
鵠を得ている。さらに著者は第 6章で、則天武后期が終了後、東山での大型窟の造営が中止され、そこ
で造像活動をおこなっていた工人たちが西山に戻り、2、3の中型窟を造営したこと、その時期にはそれ 
ら工人たちが、西山に残った工人たちの影響を受けるようになったことを明らかにしている。 
 これまで、則天武后期終了以降に開かれた窟についての研究は少なく、龍門石窟の造営の末期のもの
として無視される傾向にあった。しかし著者は、以上の考察から、まとめにおいて大型窟および中型窟
の造営や造像に携わる工人たちとは異なる、小型窟や龕を開いた工人たちの集団が存在したことを明ら
かにし、東山に大型、中型窟の造営主体が移った時期から、750年代に龍門石窟における造営が終結す
るまで、西山ではそれらの工人たちが主流となり、彼らによって龍門石窟唐代窟の多くが穿たれたこと
を指摘している。この著者の発見は非常に重要であり、これまで皇帝や貴族のための石窟というイメー
ジが強く、そのような意識の下で議論され、あるいは扱われて来た龍門石窟が、基本的には大衆のため
の場所であったという新しい観点は、今後の龍門石窟研究に大きな影響を与えることになる。また、工
人に大きく分けて二つの系統があったという指摘も、今後さらに詳しく龍門石窟唐時代窟を研究する上 
で、あるいはまた別の地域の同じ場所に長期に亘って造営がなされた場所での仏教造像研究に大きく貢
献するとして間違いはないと思われる。 
-３ 
 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
  
姚瑶氏の本論文は、中国唐時代前期（618〜755年）の仏教美術研究に、多大な貢献をするものとして
評価できる。これまでの皇帝や貴族が造営した石窟だけを研究対象としていた時期には理解できなかっ
た、一般大衆の願いや思いが理解できるようになり、またこの時期の仏教造像の中心は、そのような大
衆のためのものであったことを明らかにした功績は大きい。本研究は、龍門石窟唐時代窟龕研究の今後
の基礎となるものであり、これからさらなる発展が期待できる論文であると評価できる。 
平成 28年 9月 30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、10月 7日に最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
